
金
海
古
臆
志
巻
三

二
尺
許
に
て
、
踏
壇
石
と
た
し
置
け
り
。
と
い
ふ
事
を
載
せ
た
り
。

訟
も
ふ
に
此
は
園
民
恐
怖
し
、
民
容
と
成
る
ゆ
ゑ
焼
亡
し
給
へ
る
も

の
た
ら
ん
。
今
金
棒
城
内
に
住
み
け
る
大
蛇
は
、
議
披
紳
に
し
て
人

の
妨
.
容
を
た
さ
4
1
0

故
に
園
初
以
来
無
異
に
し
て
住
め
る
も
の
也
0

.0城
中

奇

事

僻
燈
寺
中
興
千
岳
和
倫
履
隠
書
に
一
宮
ふ
。
千
岳
詩
宗
初
揖
州
難
波
之
・

産
臭
村
氏
之
子
。
浪
州
五
停
寺
賜
紫
惟
天
和
倫
之
弟
子
。
元
和
三
年
金

部
下
向
.
於
昌
鹿
屋
町
-
徳
輝
山
大
法
寺
創
立
住
居
@
共
節
於
昌
城
内
-
伐
=

栂
木
一
自
己
木
逃
-
猛
火
燃
出
。
以
=
前
回
出
雲
-
被
v
命
-
-
鎮
火
之
偏
吋
則
述
作

塁
上
.
而
猛
火
止
一
寛
永
八
年
七
月
。
於
=
泉
野
寺
町
-
寺
地
拝
領
。
一
寺

創
立
.
鋭
太
白
山
質
勝
寺
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
右
椋
木
の
奇
事
は
、
寛

永
八
年
以
前
の
事
た
る
べ
く
、
千
岳
締
師
行
貸
録
に
則
ち
共
の
記
事

.
を
載
せ
た
り
os

金
帯
域
中
記
事

金
府
城
内
有
=
大
栂
樹
吋
太
守
利
常
卿
令
炉
供
之
。
後
自
己
此
木
之
伐
跡
一

夜
立
製
昌
出
猛
火
刊
一
停
昌
府
中
寺
枇
之
徒
新
型
之

d

絡
不
v
停
。
卿
則
以
a
前
田

雲
州
吋
令
v
命
=
於
干
岳
↓
岳
作
v
偏
而
書
終
.
令
v
貼
a
木
伐
跡
↓
忽
猛
火
止
"

偽
云
。
金
A
V
木
是
木
。
錆
道
元
来
金
魁
ν
木
。
不
ν
信
問
a
鬼
谷
先
生
↓

O
本
丸
居
舘
主
将

三
州
志
来
図
概
覧
附
録
笠
宮
ふ
。
暦
臆
・
康
永
の
頃
、
本
丸
の
地
に
小

剥
を
創
立
す
。
是
共
の
濫
餓
な
り
。
共
の
後
長
享
二
年
宮
樫
氏
漂
浪

花
依
っ

τ、
賊
魁
共
加
賀
郡
若
松
庄
に
在
り
し
一
道
場
を
引
濯
し
)

本
源
寺
と
統
し
、
且
兵
革
守
防
の
矯
め
盤
障
を
設
け
、
江
州
山
科
よ

四

柏
人
不
v
検
問
花
山
木
吋

O
本
丸
尾
山
堂
宇
遺
枇

金
城
隆
盛
私
記
に
云
ふ
。
金
城
以
=
山
尾
-
之
故
田
昌
尾
山
↓
一
日

d

暦
臨

中
一
向
宗
門
建
=
道
場
於
此
地
二
蹄
民
傘
a

敬
之
日
故
稀
目
御
山
-
云
々
。
又

有
部
武
貞
金
津
正
樹
闘
税
制
に
云
ふ
。
賀
州
石
川
郡
御
供
岡
村
の
農
爺

土
屋
叉
三
郎
義
休
入
選
直
心
が
、
村
巷
老
農
夫
の
都
宮
停
語
を
聞
く

に
‘
共
初
め
暦
臨
・
康
永
の
頃
、
一
向
宗
親
獄
上
人
よ
り
三
世
娃
如
上

人
北
園
修
行
の
時
、
此
{
訴
に
蹄
依
の
土
民
多
く
し

τ.
小
さ
き
御
堂

を
建
立
す
0

・
今
本
丸
の
地
也
と
一
宮
ひ
停
ふ
。
是
よ
り
土
民
隼
敬
し
て

尾
山
を
御
山
と
稽
す
。
共
れ
よ
り
以
後
、
八
世
蓮
如
上
入
、
長
事
の

初
め
御
山
を
城
に
取
り
立
て
、
七
里
三
河
守
を
笹
く
。
是
本
城
怠
り

と
云
へ
り
。
或
は
云
ふ
。
此
悌
堂
を
ぽ
、
そ
の
か
み
尾
山
御
堂
一
或
は

金
津
御
堂
と
も
呼
べ
り
。
是
卸
ち
本
源
喝
の
本
堂
た
り
と
ぞ
。
と
い

へ
り
。
按
守
る
に
、
越
加
記
に
載
せ
た
る
天
正
四
年
八
月
廿
一
日
加

州
賊
魁
蛭
川
新
七
郎
以
下
連
署
本
願
寺
へ
の
言
上
書
に
、
億
-
h

御
上

使
-
七
里
三
河
法
橋
御
下
困
撲
成
、
御
書
並
被
v
加
a
御
袖
判
-
御
一
審
之

御
保
皆
に
も
、
御
上
伎
と
成
品
水
魚
之
思
-
瓦
可
v
致
a
相
談
-
之
由
被
仰
下

候
。
邸
金
津
於
=
御
堂
-
各
致
昌
頂
戴
-
云
々
。
と
記
載
す
。

多
作
内
を
下
し
.
加
州
凶
郡
の
下
司
富
樫
誠
人
・
鏑
木
右
衛
門
・
宰
闘

で
大
炊
・
掘
才
助
・
悶
宗
兵
衛
闘
中
の
惣
代
ι
と
あ
り
。
越
加
記
に
は
‘

一
尾
山
城
主
共
一
新
納
武
磯
守
、
英
二
赤
陛
織
部
、
共
三
坪
坂
伯
替
、

一
共
四
佐
久
間
玄
春
。
と
あ
り
。
叉
同
書
に
天
正
三
年
頃
の
披
代
が
坪

一
坂
入
選
・
た
る
事
、
書
札
の
穏
を
載
せ
て
明
了
也
。
叉
此
の
時
の
同
職

り
下
関
筑
前
額
替
を
呼
ぴ
下
し
て
鐙
主
と
た
し
‘
叉
文
組
元
年
武
健
一
と
見
え
て
、
川
部
左
衛
門
次
郎
或
は
村
井
紳
九
郎
と
坪
坂
と
連
名
宛

鮪
乗
を
山
科
よ
り
下
し
て
御
堂
坊
主
と
呼
ぺ
り
。
と
あ
り
。
文
一
宮
ふ
。
一
所
の
書
あ
り
と
。
又
一
式
ふ
。
加
邦
銀
・
金
棒
事
跡
鍛
及
び
有
滞
武
貞
金

勝
麟
の
頃
本
丸
の
地
に
小
剰
を
建
て
、
長
享
二
年
に
至
っ
て
下
関
筑
一
灘
間
副
記
・
享
保
十
九
年
土
屋
義
休
よ
り
の
問
書
等
に
、
長
亭
の
初

前
を
此
の
本
丸
に
置
き
、
天
正
の
初
め
七
里
三
河
・
坪
坂
伯
者
等
、
天
一
め
七
里
参
河
・
平
塚
藤
九
郎
尾
山
城
の
縄
張
を
悲
し
、
坪
坂
伯
岩
国
披

正
七
年
松
永
丹
波
居
す
。
自
註
K
云
ふ
。
東
本
願
寺
末
寺
停
記
に
、
一
代
を
注
す
と
い
ひ
、
又
長
享
の
初
め
尾
山
城
を
取
り
立
て
、
本
丸
に

延
徳
三
年
七
里
三
河
を
下
し
‘
尾
山
械
を
取
り
立
つ
。
七
里
本
丸
に
一
七
里
参
河
、
ニ
・
三
，
丸
に
坪
坂
伯
脅
・
三
林
善
四
郎
等
を
置
き
、
門
跡

居
し
、
二
，
丸
に
御
堂
を
立
て
、
着
坊
に
舶
来
・
鹿
心
を
置
く
。
七
皐
一
よ
り
加
州
の
目
代
と
し
て
、
一
授
の
総
を
下
知
せ
し
む
。
と
あ
り
。

大
永
四
年
に
死
す
る
故
に
、
坪
坂
伯
脊
下
り
て
本
丸
に
居
す
o
伯
智
一
東
本
願
寺
末
寺
停
記
に
は
、
七
・
旦
参
河
を
延
徳
三
年
本
山
よ
り
下

天
文
十
五
年
に
死
す
o
故
に
共
の
子
新
五
郎
之
に
代
る
。
新
五
郎
永
f

一
し
べ
本
丸
に
置
く
。
と
あ
り
。
然
れ
ど
も
按
宇
る
に
、
此
の
数
続
時

総
十
年
に
死
す
る
故
に
プ
下
間
帯
賓
並
に
本
多
作
内
下
り
、
天
正
八
代
皆
訣
れ
り
。
七
里
参
河
等
は
天
正
の
初
め
の
人
也
。
天
正
三
年
信

年
迄
城
代
た
り
と
あ
り
。
景
周
按
宇
る
に
、
右
末
寺
僻
記
は
、
慶
長
長
公
越
前
へ
出
寧
の
時
、
七
里
は
越
前
の
中
河
内
の
盤
を
守
る
事
、

十
七
年
六
月
金
滞
鍛
治
町
常
縞
寺
紡
念
が
贋
作
也
o

叉
宮
樫
勤
智
鍛
北
陸
七
園
志
・
加
越
闘
錦
町
記
に
記
す
。
叉
賊
魁
よ
り
の
書
簡
に

τ徴

κ、
加
州
尾
山
城
代
と
し
て
、
大
坂
の
瀬
如
よ
り
下
間
帯
費
法
橋
・
本
す
べ
き
も
の
を
越
加
記
に
載
せ
た
り
。
凡
そ
長
享
と
実
正
と
は
粗
e
百

金
滞
古
蹟
志
巻

五




